
 

 

 

Web アプリ「カワウ Gスコープ」でカワウの目撃情報を収集しています 
 

 

 

 

 

１ カワウの被害と対策 

カワウは魚を1日あたり500g捕食する大型の鳥です。河川や湖沼、養殖場などで魚が捕食さ

れ、大きな漁業被害となっています。また、ねぐらや繁殖地の周辺では、カワウの糞や鳴き声に

よる生活環境被害、景観の悪化が問題となっています。 

カワウの被害を低減させるため、採食地となる河川では、ロケット花火による追い払い、テグ

ス（防鳥糸）による飛来防止、有害捕獲などの対策が実施されています。また、繁殖地ではドラ

イアイス投入による繁殖抑制、営巣木へのテープ巻きによる追い払いなどを実施しています。 

 

２ 「カワウGスコープ」による県民からの情報収集 

（１）収集方法 

スマートフォンで「カワウGスコープ」にアクセスすることで、目撃した場所、日時などを報

告することができます。また、報告された情報は閲覧することも可能です。 

（２）情報の活用 

毎年繁殖し広範囲に分散するカワウの対策は、ねぐらや繁殖地、飛来箇所の把握が重要です。

県では、報告された情報から、採食地の利用状況や新たな飛来箇所などを把握し、効果的な対策

を実施します。 
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令和６年９月１９日 

農政部鳥獣被害対策支援センター 

電話 ０２７－３７１－０００４ 

鳥獣被害対策支援センターでは、県内のカワウの生息情報をより多く収集し、効果的な被害

対策に結びつけるため、Webアプリ「カワウGスコープ」を活用して、県民からカワウの目撃情

報を収集しています。 



カワウの目撃情報を集めています

カワウによる漁業被害が深刻化しています。
カワウ被害対策を実施するため、カワウの目撃情報が必要です。
カワウを見つけたら、スマートフォンで「カワウGスコープ」に
アクセスして報告をお願いします。

＜お問い合わせ＞
群馬県鳥獣被害対策支援センター
群馬県高崎市箕郷町西明屋1009-1

TEL: 027-371-0003
E-mail: choujise@pref.gunma.lg.jp

カワウGスコープ

カワウ目撃情報収集アプリ



Q1. カワウはどんな鳥ですか

• カワウは大型の黒い鳥で、魚を主食としています。全国的に個体数
が増加傾向にあります。

Q2. どのような被害があるのですか

• 魚を食べる鳥なので、養魚場、釣り堀、河川などで魚が食べられる
被害があります。

• カワウが集団で利用するねぐらや繁殖地（コロニー）の近隣で糞や騒
音による生活環境被害があります。

Q3. どのような対策がされているのですか

• 漁場での飛来防止や、繁殖抑制など、カワウによる被害を低減する
ための対策を実施しています。

Q4. 目撃情報はどのように活用されますか

• カワウによる被害対策のため、カワウがいる場所と羽数を把握する
必要があります。餌場、ねぐら、繁殖地（コロニー）などの情報を活用
して被害対策に取り組みます。

Q＆A

①カワウを見たら ②場所、数などを報告
してください

集められた情報は、
こちらで
ご覧いただけます

報告用 閲覧用

カワウGスコープの使い方


